
　中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労働者として

石綿ばく露作業に従事していたことが原因であると認

められた場合には、労災保険法に基づく各種特別遺族

給付金が支給されます。

　石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常に長い年

月を経て発症することが大きな特徴です。

　中皮腫などでお亡くなりになられた方が過去に石綿

業務に従事されていた場合には、労災保険給付等の支

給対象となる可能性がありますので、まずはお気軽に

最寄りの都道府県労働局又は労働基準監督署にご相談

ください。

◎問い合わせ先

　北海道労働局　　　　　緯 011－709－2311

　留萌労働基準監督署　　緯 0164－42－0463

◆平成27年４月から、常時雇用している労働者数が

100人を超え200人以下の中小企業事業主の皆様も

納付金の申告が必要となります。→平成28年４月

申告開始

◆平成27年４月～翌年３月までの各月の雇用障害者

数等を把握・確認するなど、申告・納付に向けて具

体的な準備を進めていただく必要があります。

◎問い合わせ先

　北海道高齢・障害者雇用支援センター

　　　　　　　　　　　　　　緯 011－622－3351

　犬や猫などの愛護動物を遺棄することは、動物の愛

護及び管理に関する法律第４４条第３項の規定により、

100万円以下の罰金を科せられる「犯罪」にあたります。

　やむを得ない事情で愛護動物の飼育が困難な場合は、

知人・友人に新しい飼い主を紹介してもらったり、ポ

スターを掲示して飼い主を募集するなど、自ら新しい

飼い主を探すことが飼い主の責務です。

◎問い合わせ先

　北海道環境生活部環境生物多様性保全課

　動物管理グループ　　 緯 　011－204－5205

　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　011－232－6790

　野鳥との接触などに注意しましょう。

　鳥インフルエンザは、感染した鳥との濃密な接触等

の特殊な場合を除き、通常、ヒトには感染しないと考

えられています。また、肉や卵を食べることによって

ヒトに感染することは世界的にも報告されていません。

皆様におかれましては、次の点に注意して、ウイルス

が広まることを防ぎましょう。

　・鶏などの飼養農場には、必要がない限り立ち入ら

ないようにしましょう。

　・ペットとして鳥類を飼育している方は、野鳥が近

づかないように気を付けましょう。

　・死んだ野鳥や弱っている野鳥

を見つけても、素手で触らな

いでください。

　・鳥のフンなどに触ったら、手

洗いとうがいをしましょう。

　・ウイルスがほかの地域に運ばれるおそれがあるの

で、野鳥のいる水辺などを訪れた時は、念のため

靴底を洗いましょう。

　・野鳥が多数死んでいるのを見つけたら、最寄りの

総合振興局・振興局環境生活課に連絡してくださ

い。

◎問い合わせ先

　北海道農政部生産振興局畜産振興課

　家畜衛生グループ　　緯 011－204－1277

　北海道環境生活部生物多様性保存課

　動物管理グループ　　緯 011－204－5205

○踏切に近づいたら路面状況に応じ、確実に一旦停止

できるスピードに落としましょう。

○もし、通過中に遮断ポールが下がったら、遮断ポー

ルを自動車等で押し出して脱出してください。ポー

　ルは斜めに上がります。

○もし、踏切の中で立ち往生したら、慌てずにまず列

車を止めてください。

　・非常ボタンがあるときは、警報機が鳴っていなく

ともすぐにボタンを押してください。

　・非常ボタンがないときは、自動車に備付けの発煙

筒や赤旗などで列車に合図をしてください。

　・警報が鳴り始めてから約30秒後に列車が来ます。

◎問い合わせ先

　北海道環境生活部くらし安全局道民生活課

　交通安全グループ　　緯 011－846－1730

動物を遺棄することは犯罪です

鳥インフルエンザ対策にご協力を
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冬期間の踏切事故防止のために

「障害者雇用納付金制度」の
　対象事業主が拡大されます

中皮腫や肺がんなど、石綿による
疾病の補償・救済について


